
少し先の予定になりますが、今後の勉強会、報告会のご案内です。 

★９月７日（土）午後２時～介護の勉強会第８回目「デイサービス見学」 

昨年から定期的に行なっている介護の勉強会第８回目は、９月７日に予定しています。今回は、訪問介護（ヘ

ルパー）、居宅介護支援（ケアマネ）、通所介護（デイサービス）、福祉用具貸与の事業をしている「コミュニ

ティ・ケア」さんの見学をさせていただきます。 

 

以前、勉強会で見学させていただいたデイサービスは特別養護老人ホームに 

併設されていましたが、今回はまた違う形態の事業所さんです。また、 

様々な事業を実施しているので、色々な分野のお話を聞けると思います。 

初参加の方も歓迎しております。ぜひご参加ください。 

【日時】9月 7日（土）午後 2時～ 

【集合】コミュニティ・ケア（練馬区西大泉 3-26-15 さかえやビル） 

（大泉学園駅から福祉センター入口行き「大泉第三小学校」バス停下車すぐ） 

＊当日参加も可能です 

＊お問合せ・お申し込みはお電話・メール・ＱＲコードからお願いします。 

＊昨年は台風で中止になってしまったことがあったため、当日参加される場合、天候等、心配な際にはあらかじめ

ご連絡いただければ幸いです。また、中止の場合は、ブログ、SNS、メールマガジンにてお知らせいたしますの

で、ご確認ください。 

＊当日の会場のお問い合わせ等は、かとうぎ携帯 080-3595-6431までご連絡ください。 

 

 

★１０月２６日（土）１４時～かとうぎ桜子事務所にて区政報告会 

今回初めての試みとして、かとうぎ桜子事務所にて区政報告会を開催します。 

選挙後の議会の状況をお話させていただきます。ぜひご参加ください。 

 

 ４
月
の
選
挙
を
経
て
、
最
初
の
定
例
会
が
６
月
７
日
～
２８
日
ま
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
正
副
議
長
や
各
議
員
の
所
属
す
る
委
員
会
な
ど
が
決
ま
り

ま
し
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
都
市
整
備
委
員
会
（
ま
ち
づ
く
り
、

環
境
な
ど
、
環
境
部
・
都
市
整
備
部
・
土
木
部
に
関
す
る
事
項
を
扱
う
常
任
委
員
会
）

と
総
合
・
災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
（
地
域
防
災
、
危
機
管
理
、
地
方
分
権
・

財
政
権
拡
充
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
特
別
委
員
会
）
に
所
属
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
６
月
１９
日
、
区
議
会
定
例
会
の
本
会
議
で
一
般
質
問
を
行

な
い
ま
し
た
。 

一
般
質
問
は
、
区
政
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
で
も
質
問
で
き
る
機

会
で
、
練
馬
区
議
会
で
は
正
副
議
長
と
監
査
委
員
を
や
っ
て
い
る
議

員
を
除
く
全
員
が
年
１
回
ず
つ
行
な
い
ま
す
。 

 

今
回
の
私
の
質
問
は
、 

① 

こ
の
３
月
に
策
定
さ
れ
た
自
殺
対
策
計
画
の
こ
と 

② 

今
年
度
か
ら
練
馬
区
で
ス
タ
ー
ト
し
た
居
住
支
援
の
取
り
組

み
の
こ
と 

③ 

以
前
、
私
が
企
画
し
て
い
る
介
護
勉
強
会
で
と
り
あ
げ
た
高
齢

者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
高
齢
者
の
見
守
り
の
し
く
み 

④ 

手
話
施
策
の
充
実 

⑤ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー 

⑥ 

障
害
の
あ
る
人
が
働
き
や
す
い
し
く
み
づ
く
り 

⑦ 

知
的
障
害
の
あ
る
こ
ど
も
の
愛
の
手
帳
発
行
の
こ
と 

⑧ 

妊
娠
を
経
験
し
た
助
成
へ
の
心
身
の
ケ
ア 

と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

詳
し
い
内
容
は
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
順
番
に
取
り
上
げ
ま
す
が
、

ブ
ロ
グ
に
も
順
次
載
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

ブ
ロ
グ 

h
ttp

s://a
m

e
b

lo
.jp

/sa
k

u
ra

k
o
-n

e
rim

a
/ 

二
〇
一
九
年
七
月 

か
と
う
ぎ 

桜
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かとうぎ桜子 
練馬区議会議員（無所属） 

 

メールマガジン発行中！ 

 

6月の議会で一般質問を行ないました。 

駅でのレポート配布について 
かとうぎ桜子は、月に 1回のペースで新しい区政レポートを作成しています。視察など遠出をする場合などに間が
あくこともありますが基本的に 1ヶ月で 1めぐりするように、おおむね以下のようなスケジュールで朝の通勤時間
帯（７時～８時３０分頃）に配布しています。 
  
・毎週月曜日：大泉学園駅北口 
（喫煙所の近く、駅正面のドトール前、グランエミオのビルの近く、みずほ銀行の近くの 4か所を順番に回っています。

月曜日が祝日だったり、月曜日に視察等があり都合がつかないときには曜日を変更する場合があります。） 
・月 2回、火曜日：大泉学園駅南口（１階ロータリーと２階デッキ） 

・水曜または木曜のうち月３回：保谷駅北口と南口（北口正面、線路沿いの道、南口西友前） 

・月 3回、金曜日：石神井公園駅（中央改札側の正面、高架下、西口改札近く） 

かとうぎ桜子プロフィール 
●1980年生まれ。現在、区議会議員 4 期目。 
●慶応義塾大学文学部に在学中、ホームヘルパー2 級の資格を取得 
●大学卒業後、夜間の上智社会福祉専門学校に入学、社会福祉士取得 
●ＮＰＯで介護の仕事をする中で、地域福祉・地域社会にさらに深く幅広くかかわる必要性 
を感じ、2007年区議会議員選挙に初挑戦、当選 

●公立保育園の民営化問題に疑問を感じ、区議の活動のかたわら立教大学大学院・21 世紀 
社会デザイン研究科にて研究。2010 年修了 

●2012年、検診で子宮頸がんが見つかり治療。女性の健康へのとりくみの必要性についても 
政策提言 

●2018年、地域の拠点・ウイズタイムハウスをオープン 
●大泉学園町４丁目に猫３匹と夫と住んでいる 



          

                                                  

６
月
の
定
例
会
で
、
一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
レ
ポ
ー
ト
で
は
自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
質
疑
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 

自
殺
対
策
基
本
法
の
改
正
で
、
市
区
町
村
の
計
画
作
り
が
位

置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
２
０
１
９
年
３
月
に
練
馬
区
は

独
自
の
自
殺
対
策
計
画
を
作
り
ま
し
た
。
計
画
を
作
っ
て
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
現
状
の
分
析
で
見
え
て
く
る
課
題
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。 

私
は
今
ま
で
繰
り
返
し
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
練
馬
区
の
自
殺
対
策
が

不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
か
ら
で
す
。 

例
え
ば
、
足
立
区
は
都
市
型
の
自
殺
対
策
の
先
駆
的

な
取
り
組
み
を
し
て
ま
す
し
、
荒
川
区
で
は
若
い
人
が

相
談
し
や
す
い
場
づ
く
り
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
港

区
は
法
律
で
市
区
町
村
の
自
殺
対
策
計
画
策
定
が
定

め
ら
れ
る
前
か
ら
独
自
の
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
２３
区
だ
け
見
て
も
、
様
々
な
工
夫
を

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
が
、
練
馬
区
は
啓
発
月

間
に
区
報
な
ど
で
特
集
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
国
か
ら

言
わ
れ
て
い
る
基
本
的
な
啓
発
活
動
し
か
し
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
は
「
も
っ
と
、
練
馬
区

の
実
態
を
分
析
し
た
う
え
で
、
地
域
で
工
夫
し
う
る
対

策
を
考
え
る
べ
き
だ
」
と
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
た
び
に
練
馬
区
が
言
っ
て
き
た
の 

   

 
  

は
、「
練
馬
区
は
そ
ん
な
に
自
殺
死
亡
率
が
高
く
な
い
」

と
い
う
言
い
訳
で
す
。
練
馬
区
は
も
と
も
と
の
人
口
が

２３
区
で
２
番
目
に
多
い
の
で
す
か
ら
、
率
は
低
く
て

も
実
人
数
は
多
く
な
り
ま
す
。
毎
年
１００
名
を
超
え
る

人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
も
、
今
回
練
馬
区
が
ま
と
め
た
自
殺
対
策
計
画

の
中
の
実
態
分
析
を
見
る
と
、
国
や
都
の
自
殺
の
減
少

率
と
比
べ
て
減
少
の
幅
が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。（
図
表
①
） 

こ
れ
は
、
今
ま
で
自
殺
死
亡
率
の
低
さ
に
慢
心
し
て

自
殺
対
策
に
真
摯
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
結
果
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
左
の
答
弁
①
で
は
、
ま
と
も
な
答

弁
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
を
反
省
し
、

今
後
、
改
善
を
目
指
し
て
真
剣
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
べ
き
で
す
。 

   

 

実
態
分
析
の
中
か
ら
は
、
様
々
な
課
題
が
見
え
て
き

ま
す
。 

ま
ず
、
ど
の
年
代
で
も
、
男
性
の
死
亡
率
が
６
割
以

上
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。（
図
表
②
） 

そ
の
一
方
で
、
希
死
念
慮
が
あ
り
保
健
相
談
所
に
相

談
し
て
い
る
人
の
８
割
が
女
性
で
あ
る
と
い
う
結
果

も
見
ら
れ
ま
す
。（
図
表
③
）

つ
ら
い
と
き
に
誰
か
に
相

談
す
る
こ
と
が
、
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
と
て
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
改
め
て
見
え
て
き
ま
す
。 

         

実
効
性
の
あ
る
自
殺
対
策
の
充
実
を 

積
極
的
な
対
策
を
取
ら
な
か
っ
た
結
果
、

死
亡
率
の
減
少
を
遅
ら
せ
て
い
る
の
で
は 

実
態
か
ら
見
え
る
課
題
に 

早
急
に
取
り
組
む
必
要
が 

【かとうぎ桜子の質問内容と区からの回答の概要】 

〈かとうぎ桜子〉 

① 国や東京都の状況と比べ、練馬区の自殺率の減少率が低いことをどう捉えているか。 

② 自殺死亡率の高い男性が相談しやすい環境づくりを進めるべきだが、方針は。 

③ 若い世代の自殺死亡率が高い理由をどう捉えているか。またどのように対策を進めるか。 

④ 高齢者への支援の充実も必要。区の方針は。 

⑤ 自殺未遂者の救急搬送先や精神科の医療機関との連携はどのように行なうか。 

 

〈健康部長からの回答〉 

① 年度ごとに変動の幅があるが、全体としては減少傾向である。自殺死亡率は国や都よりも低い。 

② 男性は女性に比べ、経済・生活問題を理由とした自殺者数が多いため、その対応が必要。生活

困窮者支援の実施、民生・児童委員や町会・自治会との連携を図る。 

③ 若者は、進学・就職など重要なライフイベントへの直面、義務教育終了後に地域社会とのつな

がりから離れる孤立などが考えられる。相談できる場の提供と周知が重要。SNSの活用などを

行なう。 

④ 高齢者は退職・失業による生活困窮、身体疾患、家族との死別などの困難を複数抱えること、

地域から孤立して支援につながりづらい場合もある。また、家族に困難を抱える人が複数人数

いる（ダブルケア、８０５０問題）場合もある。ひとりぐらし、認知症の人への支援、社会参

加の促進が必要。地域包括支援センターや民生委員による支援、街かどケアカフェなどの取り

組みを推進する。 

⑤ 医療との連携のためのケース検討などを行なう連絡会を新たに開催する。救急病院等に自殺未

遂者に関する相談機関の情報をまとめたリーフレットを配布する。当事者に対して必要な場合

は精神保健相談やアウトリーチなどを行なう。 

現
状
で
は
、
男
性
は
、
困
り
ご
と
を
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
ま
ま
生
き
る
希
望
を
失
っ
て
い
る

人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
男

性
が
相
談
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
早
急
に
求
め

ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
２０
代
ま
で
の
死
亡
率
が
全
国
と
比
べ
て

高
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
国
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
先
ほ
ど
、
荒
川
区
で
若
い
人
へ
の
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
書
き
ま
し
た
が
、
若
い
人
が
相
談

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
練
馬
区
に
と
っ
て
も
急

務
の
課
題
で
す
。 

そ
し
て
、
年
代
別
に
見
る
と
最
も
自
殺
死
亡
率
の

高
い
年
代
が
７０
代
。
そ
し
て
５０
代
、
６０
代
、
８０
代

と
続
き
ま
す
（
図
表
④
）
。
７０
、
８０
と
い
う
年
代
ま
で

生
き
て
き
た
人
が
最
期
を
自
殺
で
終
わ
ら
ざ
る
を

得
な
い
現
状
を
改
善
し
て
い
か
な
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 練

馬
区
が
今
度
こ
そ
実
効
性
の
あ
る
自
殺
対
策

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
今
、
問
わ
れ
て

い
ま
す
。 

  

  

   

図表① 

図表② 

図表③ 

図表④ 


